
京都府建設DX推進プラットフォーム会議第１２回会議

京都市の取組について
公共土木施設の整備・維持保全におけるDX推進事業
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京都市の現状・課題

限られた人員で効率的かつ効果的に、
まちづくりの基盤となるインフラ整備や維持保全を
適切に行う必要がある。

全国的な生産年齢人口の減少
・本市では、技術職員の高齢化が進んでおり、今後数年間
で、多くの土木技術者が退職

⇒ 技術職員数の減少、技術の伝承が喫緊の課題



公共土木施設の整備・維持保全
におけるＤＸ推進事業

Ｒ８年度予算額
１，５４０万円

事業概要 公共土木施設の整備や維持保全に関する業務について、デジタル技術の活用
を加速化し、更なる業務の効率化、生産性向上を図る。

① 建設分野におけるＤＸ導入による「しごとの仕方改革」の推進

建設分野における様々な業務の現状を踏まえ、業務内容に応じたデジタル技術の導入を
検討し、建設分野における「しごとの仕方改革」を推進する。

② デジタル技術を活用した現場業務の効率化
人手と時間を要している現場調査や現場測量業務について、地形等を３Ｄで読み取る

計測機器等を段階的に配備し、業務の効率化や生産性向上を図る。

３Dデータを取得する機器（iPhone、中距離LiDAR）の導入建設分野におけるDX導入イメージ（一例）



公共土木施設の整備・維持保全
におけるＤＸ推進事業

Ｒ８年度予算額
１，５４０万円

③ 建設業特化型ＡＩの活用
膨大な技術基準から業務内容に応じた必要な情報を速やかに確認できる「建設業特化

型 ＡＩ」を試行導入し、調査・設計や計画策定など、建設分野における業務の効率化や生
産性向上を図る。

④ 「みっけ隊」アプリのＬＩＮＥ連携
平成２８年度から運用開始した「みっけ隊」アプリについて、「ＬＩＮＥ」でも通報できる

システムを構築することにより、市民の皆様にとってより扱いやすく、かつ業務の効率化に
資するサービスとなるよう機能拡充を図る。

「みっけ隊」アプリのＬＩＮＥ連携

建設業特化型AIの活用

膨大な技術基準も、チャットで
瞬時に検索・確認！



令和８年度の取組
１「しごとの仕方改革」の推進（例）



令和８年度の取組
２「デジタル技術を活用した現場業務の効率化」

桂川堤防道路部の事例

iPhoneによる測量イメージ

動画を撮るような動作で
計測（データ取得）が可能

桂川堤防 現地写真

３D点群データ専用ソフト

・距離計測、面積計算
・図面（縦断図、横断図等）作成

縦断図
横断図

３Ｄデータ

堤防階段
横面図

３Ｄデータ化

断面図作成

CAD化



【R8導入】
中距離LiDAR
最大測距距離200m

（iPhoneよりも短時間で広範囲を計測可能）

宝が池公園の事例（イメージ）

２「デジタル技術を活用した現場業務の効率化」

動画を撮るような動作で
計測（データ取得）が可能



【R8導入】 ScanX

・ICT計測機器等（iPhone・中距離LiDAR）で取得した測量
データから３Dデータを生成

・クラウド上で３Dデータを生成するため、業務用パソコンで
処理可能（高性能パソコン不要）

ScanXによる宝ケ池通りの３Dデータ生成事例

ICT計測機器等で取得
した測量データから
ク ラ ウ ド 上 で ３ Ｄ
データを生成

３Ｄデータ

２「デジタル技術を活用した現場業務の効率化」 iPhoneによる測量イメージ



令和８年度の目標（予定）

３Dデータの試行活用により、現場実証データ収集、効果測定

実証結果のとりまとめ、分析

各種ICT計測機器の使い方、使い分け等のマニュアル案の作成

現場の規模に応じた計測機器の使い分け（イメージ）

２「デジタル技術を活用した現場業務の効率化」



令和８年度の取組 ３「建設業特化型AI」の活用





ご清聴ありがとうございました


